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今 月 の 表 紙
　今年も３地区の保育所でおゆうぎ会が行わ
れ、園児たちは元気いっぱいに劇やゆうぎな
どを発表しました。劇「じゅげむ」を披露した
朝日保育所さくら組のみんなは、来年４月か
ら小学生になる、保育所で１番のお兄さん・
お姉さんです。劇では、「じゅげむじゅげむ～」
のとても長い言葉をみんなで覚え、緊張しな
がらも完璧に披露することができました。
	 （関連記事：P15）
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豊
富
な
経
験
や
能
力
を
活
か
し
、
新
た
な
生
き
が
い
を

只
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　全国的に高齢化が顕著な近年、各市町村で
「シルバー人材センター」の重要性が急速に高
まっています。世間で“生涯現役”が謳われて
いる中、定年退職後も積極的に働きたいのに
「都市部以外では働き口が少ない」と感じてい
る方も多いのではないでしょうか。
　町では、今年度「シルバー人材センター制
度」を導入しました。本号では、ライフスタ
イルを変えることなく、地域のために豊富な
知識や経験、技能を活かすことができる「シ
ルバー人材センター会員として働く」という
選択肢について皆さんに紹介します。
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●希望する
　職種の登録

●
就
業

シルバー
人材センター

発注者会　員

●仕事の提供
●配分金（報酬）
　の支払

●請負・
　委任契約

●仕事の発注
●仕事の確認
●契約金支払

只見町高齢化率の推移

※広報ただみ掲載の高齢化率（年度毎の平均値）を使用

グラフ
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（%） 高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を

　

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
、
只
見

町
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
お
い

て
65
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
）
は

上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

左
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
毎
年
、
高

齢
化
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
今
年

９
月
の
新
聞
報
道
で
は
、
県
内
市

町
村
で
５
番
目
に
高
い
高
齢
化
率

で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
増
加
す
る
中
、
こ

れ
か
ら
は
行
政
機
関
な
ど
が
中
心

▲今年５月に行われた設立総会（朝日振興センター）

【県内センター会員の活動の様子】※福島県シルバー人材センター連合会様より提供

A発注者から仕事の依頼を受け、登録
会員に臨時・短期の仕事を提供（労
働者を派遣）します。仕事を終えた
会員への配分金の支払も行います。
※会員（高齢者）は概ね60歳以上

Qシルバー人材センターとは？

と
な
り
、「
高
齢
者
の
働
く
機
会
」

を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

働
き
た
い
高
齢
者（
会
員
）と
仕
事

の
依
頼
を
希
望
す
る
発
注
者
の
仲

介
を
行
う
機
関
で
す
。
厚
生
労
働

省
か
ら
指
導
を
受
け
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
本
部
（
各
都

道
府
県
）
が
統
括
組
織
で
あ
り
、

各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
際
の
活
動

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で

も
既
に
多
く
の
市
町
村
が
同
セ
ン

タ
ー
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
会
員
と
し
て
地

域
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
で
も
今
年
度
、
同
セ
ン

タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
５
月
に
設

立
総
会
を
開
催
、
７
月
下
旬
か
ら

仕
事
の
受
託
を
開
始
し
ま
し
た
。

事
務
局
は
町
保
健
福
祉
課
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
地
域
の

高
齢
者
が
集
ま
っ
て
組
織
し
、
自

主
的
に
運
営
す
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
会
員
で
あ
る
皆
さ
ん
を

主
役
と
し
て
、
今
後
の
活
動
を
本

格
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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会
員
と
依
頼
件
数
の

増
加
に
向
け
て

　

町
内
で
も
現
在
、
セ
ン
タ
ー
会

員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
が
草
刈
り
や

雪
囲
い
な
ど
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
在
の
就
業
形
態
は
、

仕
事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
「
請

負
」
と
仕
事
の
実
施
を
目
的
と
す

只見町シルバー人材センター

理事長　菅
かん

家
け

　二
ふ

千
じ

六
ろく

さん
　シルバー人材センター制度については、20年前頃か
ら導入すべきか否かの議論が始まりました。様々な事情
で当時は導入できませんでしたが、近年、町をとりまく
環境の変化や導入すべきとの声が多く上がっていたこと
もあり、設立できて本当に良かったと思います。最近は、
求められる仕事の中身も多岐に渡っており、会員もそれ
に応えられる技術を身に付けなくてはなりません。会員
の皆さんには、センターでの活動が自身のレベルアップ
につながるという前向きな気持ちで働き、喜びや生きが
いにつなげていただきたいです。
　「只見町シルバー人材センター」としての活動が始まっ
て数ヶ月、今後は同制度を多くの町民に理解してもらい、
会員と依頼件数を着実に増やしていきたいと思います。
センターが町内産業の「すき間を埋める」役割を果たす
とともに、会員の生きがいとなり、多くの人を笑顔にで
きる組織となるようこれからの活動に力を入れていきた
いです。

る
「
委
任
」
の
い
ず
れ
か
で
す
。

前
者
は
清
掃
や
農
作
業
な
ど
、
後

者
は
高
齢
者
の
見
守
り
、
話
し
相

手
、
留
守
番
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

受
託
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
は
、「
請

負
」
形
態
の
業
務
実
績
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
内
容

は
左
記
表
１
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
標

準
的
な
職
種
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

前
述
し
た
「
委
任
」
の
仕
事
も
含

め
、
表
以
外
に
も
様
々
な
内
容
の

仕
事
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

就
業
機
会
に
つ
い
て
も
、
全
て
の

会
員
が
公
平
に
働
け
る
よ
う
「
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」（
一
人
当
た

り
の
労
働
時
間
を
短
く
し
、
多
く

の
人
が
働
け
る
よ
う
に
す
る
仕
組

み
の
こ
と
）
や
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
」
と
い
っ
た
方
法
を
取
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
働
き
口
と

し
て
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
仕

事
の
依
頼
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
お
願
い
し
た

い
け
れ
ど
、
対
応
し
て
も
ら
え
る

仕
事
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
場
合
で
も
、
お
気
軽
に
事
務
局

ま
で
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
収
益
を

目
的
と
す
る
団
体
で
は
な
い
の
で
、

比
較
的
、
割
安
な
価
格
で
仕
事
を

依
頼
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
表

１
参
照
）。※
基
本
的
に
現
場
と
同

地
区
（
只
見
、
朝
日
、
明
和
）
の

会
員
が
仕
事
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

豊
富
な
会
員
数
が
前
提
で
は
あ

り
ま
す
が
、
依
頼
件
数
の
増
加
が

「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
働
く
機
会
」

の
増
加
に
直
結
し
て
い
き
ま
す
。

●時間単価による仕事（１時間当たり単価）

●出来高による仕事（１枚単価）

職　種 主な仕事内容 お客様単価（税込）

軽　作　業
清掃、草むしり、その他軽易な作業 880円　　
墓地清掃（除草、草刈り） 1,100円から

屋内外作業
雪囲い 1,100円から
簡易な補修作業（材料費は実費となります） 1,500円から

農　作　業
一般的な畑作業補助 880円から
田植え補助、稲刈り補助 1,000円から
機械草刈り（肩掛け式）※機械・燃料代含む 1,500円から

職　種 主な仕事内容 お客様単価（税込）

住 宅 関 係
障子張替（材料費は実費となります） 1,200円から
ふすま張替（　〃　） 3,300円から
網戸張替（　〃　） 1,500円から

★遠距離（往復40㎞以上）の場合は、交通費として１日1,000円が会員に支給されます。
※標準的な職種のみを記載しています。
　上記以外の業務については事務局までご連絡ください。

表1 　作業内容一覧
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▶
家
の
片
づ
け
・
清
掃
作
業

▶
雪
囲
い
作
業

仕
事
を〝
す
る
側
〟
と
〝
頼
む
側
〟

双
方
に
よ
り
良
い
効
果
を

　

７
月
下
旬
に
仕
事
の
受
託
を
開

始
し
て
か
ら
数
ヶ
月
、
会
員
と
し

て
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
（
11
月
末

時
点
で
39
人
）
よ
り
「
こ
れ
ま
で

は
外
に
出
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

が
、
会
員
と
な
り
外
で
活
動
す
る

機
会
が
増
え
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
」「
活
動
の
中
で
地
域
の
人
た

ち
と
交
流
で
き
て
楽
し
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
定
年

退
職
後
な
ど
で
あ
っ
て
も
社
会
に

参
加
し
、
自
分
が
望
む
形
で
働
き

続
け
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

で
す
。

　

会
員
と
し
て
働
く
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
に
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大

き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
」
が
あ
り

ま
す
。
会
員
が
働
く
場
所
は
町
内

だ
け
で
、
移
動
に
関
す
る
大
き
な

負
担
（
町
外
へ
の
通
勤
等
）
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
殊
な
技
術
の
習
得

な
ど
も
不
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
と
す
る
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
短
期
・
臨

時
の
仕
事
が
メ
イ
ン
と
な
る
た
め
、

働
き
な
が
ら
趣
味
や
余
暇
の
時
間

も
十
分
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
制
度

が
機
能
す
る
と
、
会
員
と
発
注
者

の
双
方
に
よ
り
良
い
効
果
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
対
す
る「
働
く
機
会
の
増
加
」

「
福
祉
の
増
進
」な
ど
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
良
い
影
響
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

は
同
制
度
の
周
知
に
も
力
を
入
れ
、

会
員
数
や
依
頼
件
数
の
増
加
に
結

び
付
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

会
員
に
と
っ
て
も
発
注
者
に
と

っ
て
も
、
セ
ン
タ
ー
で
は
幅
広
い

業
務
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
生

き
と
、
自
分
に
合
っ
た
形
で
働
き

続
け
ら
れ
る
只
見
町
で
あ
る
た
め

に
、
ま
ず
は
事
務
局
ま
で
ご
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
上
記
表
２
を
参
考
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★シルバー人材センターで
　働きたい時
①センターの専用電話（080-9252-3789）へ連絡
②入会申込書・就業承諾書を提出
③理事会の承認を受け、会員登録
④実際の就業　※年会費2,000円の納入が必要です。

★シルバー人材センターへ
　仕事を依頼したい時
①センターの専用電話（080-9252-3789）へ連絡
②センターの地区連絡員が業務の依頼場所や
　内容を確認
③契約（必要な料金の算出）
④作業実施
⑤請求書の送付

※ご依頼から作業の実施まではお時間をいただくよう
になりますのでご了承ください。

表2

お問い合わせ先
只見町シルバー人材センター事務局
☎080-9252-3789（只見町保健福祉課内）
センターに仕事を依頼したい場合や会員として働きたい
場合等に上記番号までご連絡ください。

▶「
奥
会
津
た
だ
み
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
」で
の

　
草
刈
り
作
業
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　１１月３日、第49回を迎えた「只見町文化祭」が只見振興センターを中心に開催され、町内外から
多くの方々が来場しました（来館者数は延べ１, 540人）。今年は、只見町が町制施行60周年を迎えた
ことから『「先達に学び　未来を創造する」只見町60年の軌跡』をテーマに、この60年の歩みや豪雨
災害（平成2３年）を振り返る企画などがメインコーナーで実施されました。
　開館式では、毎年恒例となった「わたしの自慢のごはんコンテスト」の表彰や、今年３月に只見高校
を卒業し、メジャーデビューを目指して活動する大竹涼華さんのライブが行われました。
　その後、会場内では作品の展示に加え、各種体験（つる細工・俳句作り・茶道等）や只見高校のPRが
行われた他、民話茶屋（昔語り）や「ただみコミュニティクラブ」主催の野球教室が人気を集めました。

▲民話茶屋での昔語り ▲東北高校野球部出身の皆さんが指導者として参加した野球教室

・町制施行から60年の歩み写真展示
・平成23年豪雨災害写真展示
・過去10年間の沿革パネル展示
・八十里越調査事業関係の展示
・国道289号工事進捗状況展示　
・只見線をイメージしたジオラマ走行 など

「先達に学び　未来を創造する」只見町60年の軌跡

第49回 只見町文化祭

今回のメインコーナー ▶
手
工
芸
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

▲「わたしの自慢のごはんコンテスト」入賞者の皆さん▲大竹涼華さんの
　オープニングライブ

▲絵画や書、工芸作品など
　たくさんの作品が展示
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只見町
町制施行
60周年
記念事業

11/23　崎尾 均センター長11/3　森田 正光さん

文
化
講
演
会『
お
天
気
の
ヒ
ミ
ツ
、
全
部
教
え
ま
す
！

�
~

気
象
災
害
に
ど
う
備
え
る
か~

』

情
報
発
信
講
演
会『
只
見
町
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
』

　１１月３日、只見町文化祭の開催に合
わせて、季の郷湯ら里で文化講演会が行
われました。講師は、現在も「Nスタ」

（TBS）でお天気キャスターを務める
気象予報士の森田正光さんでした。
　講演では、“天気の仕組みを全てお伝え
したい”という森田さんの想いのもと、
①降雨や台風、前線など、天気の基本的
な部分に関する仕組み

②昨年の西日本豪雨や福島県にも甚大な
被害をもたらした台風１９号について
（気象解説）

③地球温暖化を原因とする近年の異常気
象の背景や今後の展望

についてわかりやすくお話しされました。
　講演終了後には「只見の雪」に関する
ものなど、参加者からたくさんの質問が
寄せられました。

　１１月２３日、季の郷湯ら里で「只見
ユネスコエコパーク」に関する情報発信
講演会が行われました。講師を務めた新
潟大学佐渡自然共生科学センターの崎尾
均センター長は、只見ユネスコエコパー
ク支援委員会をはじめ、様々な方面で只
見町のためにご尽力いただいています。
講演では、
①新潟大学の学生等と実施している沼ノ
平総合学術調査の内容や結果
②台風１９号が町内の植物（杉沢のユビ
ソヤナギ林等）に与えた影響

などについて解説された後、
『町民の皆さんがエコパークを理解し、
関連する取組に積極的に参加することの
大切さ』
をお話しされました。
　講演終了後には「只見の自然のPR方
法」など、たくさんの質問が寄せられま
した。

町制施行60周年記念事業

文化講演会＆
「自然首都・只見ユネスコ

エコパーク」情報発信講演会

▲【文化講演会】
「Ｎスタふくしま」（ＴＵＦ）でお天気キャスターを務める
大野さん（右）も参加

▲【情報発信講演会】
写真を多用し、町内の貴重な植物などが紹介された7



0 1‚000‚000‚000 2‚000‚000‚000 3‚000‚000‚000

収入済額 予算額

0 200‚000‚000 400‚000‚000 600‚000‚000 800‚000‚000

支出済額 予算額

款 款　名　称 予 算 額 収入済額 収入率
1 町 税 882,808,000 491,033,680 55.62
2 地 方 譲 与 税 59,744,000 19,106,000 31.98
3 利 子 割 交 付 金 500,000 109,000 21.80
4 配 当 割 交 付 金 800,000 222,000 27.75
5 株式等譲渡所得割交付金 800,000 0 0.00
6 地方消費税交付金 79,000,000 46,800,000 59.24
7 自動車取得税交付金 6,400,000 4,404,000 68.81
8 地 方 特 例 交 付 金 2,135,000 2,135,000 100.00
9 地 方 交 付 税 2,474,476,000 1,730,257,000 69.92
10 交通安全対策特別交付金 766,000 325,000 42.43
11 分担金及び負担金 10,990,000 3,704,150 33.70
12 使用料及び手数料 40,654,000 16,619,596 40.88
13 国 庫 支 出 金 236,579,000 53,835,000 22.76
14 県 支 出 金 400,754,000 33,498,651 8.36
15 財 産 収 入 19,502,000 5,138,630 26.35
16 寄 附 金 11,001,000 2,975,152 27.04 
17 繰 入 金 539,956,000 33,000,000 6.11
18 繰 越 金 323,885,000 323,885,895 100.00
19 諸 収 入 100,439,000 4,379,480 4.36
20 町 債 1,308,300,000 14,200,000 1.09

合　　　計 6,499,489,000 2,785,628,234 42.86

款 款　名　称 予 算 額 支出済額 支出率
1 議 会 費 76,653,000 38,613,211 50.37
2 総 務 費 1,057,213,000 428,880,878 40.57
3 民 生 費 849,140,000 278,845,403 32.84
4 衛 生 費 342,431,000 126,847,960 37.04
5 労 働 費 269,000 83,418 31.01
6 農 林 水 産 業 費 605,130,000 155,224,859 25.65
7 商 工 費 370,826,000 162,904,277 43.93
8 土 木 費 826,204,000 165,486,248 20.03
9 消 防 費 677,920,000 413,475,687 60.99
10 教 育 費 912,935,000 417,358,166 45.72
11 災 害 復 旧 費 205,971,000 85,835,473 41.67
12 公 債 費 530,386,000 239,510,427 45.16
13 予 備 費 44,411,000 0 0.00

合　　　計 6,499,489,000 2,513,066,007 38.67

会　計　名 予 算 額 歳　　入 歳　　出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

1 国民健康保険事業 517,714,000 195,432,805 37.75 181,881,920 35.13
2 国民健康保険施設 436,146,000 92,496,425 21.21 143,226,362 32.84
3 後 期 高 齢 者 医 療 144,000,000 19,616,100 13.62 54,853,480 38.09
4 介 護 保 険 事 業 758,390,000 352,918,827 46.54 308,814,694 40.72
5 介護老人保健施設 337,823,000 72,506,220 21.46 135,382,974 40.08
6 地域包括支援センター 14,000,000 1,378,900 9.85 5,321,719 38.01
7 簡 易 水 道 272,193,000 27,095,840 9.95 111,292,692 40.89
8 集 落 排 水 事 業 264,600,000 41,657,625 15.74 109,594,819 41.42
9 朝 日 財 産 区 13,700,000 13,623,055 99.44 118,500 0.86

合　　　計 2,758,566,000 816,725,797 29.61 1,050,487,160 38.08

　

町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、令
和
元

年
度
上
半
期（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）の
予
算

の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
ま
で
に
実
際
に
収

入
と
な
っ
た
金
額
で
、歳
出
の
支
出
済
額
は
実

際
に
支
出
し
た
金
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、只
見
町
財
政
状
況
等
の
公
表
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で
す
。

◆特別会計� （単位：円、％）

◆一般会計（歳入）� （単位：円、％）

◆一般会計（歳出）� （単位：円、％）

上

半期
財政状況
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お
酒
を
楽
し
む
リ
ゾ
ー
ト
列
車

「
越
乃 S
hu

＊K
ura

」
が
只
見
駅
に
初
来
駅

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社
が
同
列
車
を

活
用
し
た
ツ
ア
ー
を
特
別
に
企
画
し
て
く

だ
さ
り
、
新
潟
方
面
か
ら
多
く
の
方
々
が

来
町
し
ま
し
た
。

　

只
見
駅
で
は
、
町
や
Ｊ
Ｒ
社
員
、
各
事

業
者
、
只
見
線
愛
好
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が

横
断
幕
を
持
ち
、
歓
迎
の
お
出
迎
え
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
只
見
の
地
酒
（
岩
泉
、

ね
っ
か
、
ど
ぶ
ろ
く
）・
山
菜
の
ふ
る
ま

い
や
田
子
倉
湖
周
辺
で
の
観
光
案
内
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
線
運
休
区
間
の
復
旧
に
向
け
、
町

と
し
て
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
只
見
線

関
連
の
事
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

10
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
列
車
「
越こ

し

乃の S

シ

ュ

hu

＊K

ク

ラ

ura

」が
初
め
て
只
見
駅
に
来

駅
し
、
乗
客
の
皆
さ
ん
を
関
係
者
ら
が
お

出
迎
え
し
ま
し
た
。
同
列
車
は
、
２
０
１

４
年
に
運
行
を
開
始
し
た
「
酒
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
す
る
観
光
列
車
で
、
通
常
は
上

越
妙
高
駅
～
十
日
町
駅
間
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
車
内
に
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
季

節
毎
の
利
き
酒
や
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
生
演
奏
、
新
潟
県
内
の
酒
蔵
に
よ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
人
気
の
列
車
で
す
。

▲車体は藍
あい

下
した

黒
ぐろ

と白を基調としたデザイン
　（カラーでお見せできず申し訳ございません）

▲ツアーで来町された皆さんをお出迎え

児
童
の
歯
科
衛
生
の
た
め
に
尽
力

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

赤
塚
院
長
が

学
校
保
健
功
労
者
表
彰
を
受
賞

只
見
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

　

10
月
、
福
島
県
学
校
保
健
会
に
よ
る

「
学
校
保
健
功
労
者
表
彰
」
の
受
賞
者
が

発
表
さ
れ
、
赤
塚
歯
科
医
院（
只
見
）の
赤

塚
公
寿
院
長
が
同
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
学
校
保
健
の
進
展
に

寄
与
し
、
本
県
学
校
保
健
の
振
興
に
功
労

の
あ
る
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

赤
塚
院
長
は
、
昭
和
59
年
か
ら
現
在
ま

で
の
約
35
年
間
、
只
見
小
学
校
の
学
校
保

健
医
と
し
て
児
童
の
歯
科
衛
生
に
努
め
ら

れ
て
き
た
点
や
昨
年
度
と
今
年
度
、
同
校

が
「
福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
点
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
役
場
で
「
只
見
町
い
じ
め

問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、

町
教
育
委
員
会
と
各
学
校
長
や
駐
在
所
、

児
童
委
員
な
ど
か
ら
な
る
協
議
会
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
学
校
の
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
と
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
い
じ
め
防
止
の
た
め
に
は
学
校
と

保
護
者
と
の
情
報
共
有
が
特
に
重
要
で
あ

る
こ
と
、
家
庭
で
の
手
伝
い
は
責
任
感
や

自
尊
心
を
育
み
、
い
じ
め
を
し
な
い
人
格

に
つ
な
が
る
な
ど
の
意
見
が
委
員
か
ら
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
を
通
じ
、
い
じ
め
に
よ
る
事
件
を

防
ぐ
た
め
に
学
校
や
関
係
機
関
の
連
携
を

強
め
、
い
じ
め
の
防
止
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲赤塚院長（中央）と赤塚歯科医院の皆さん

▲いじめ防止に向けた話し合いが行われた
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只
見
町〝
空
き
家
と
実
家
〟対
策
セ
ミ
ナ
ー

只
見
町
文
化
祭
事
業

温
暖
化
を
も
っ
と
深
刻
な
こ
と
と
考
え
る

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
健
康
増
進
！

「
空
き
家
と
実
家
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

町
文
化
協
会
の「
芸
能
発
表
会
」

「
～
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
～

 

僕
の
国
キ
リ
バ
ス
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

「
か
ら
だ
塾
」で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　

11
月
９
日
、
同
セ
ミ
ナ
ー
が
只
見
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
15
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
実

家
の
行
く
末
」
に
つ
い
て
今
か
ら
意
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
フ
リ
ー
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
三
星
雅
人
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
的
な
空
き
家
の

放
置
問
題
や
特
定
空
家
の
説
明
、
相
続
に

関
す
る
こ
と
、
空
き
家
に
な
る
前
に
で
き

る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
後
、

町
民
の
方
か
ら
町
内
の
空
き
家
の
活
用
事

例
、
事
務
局
（
町
地
域
創
生
課
）
よ
り
補

助
制
度
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
町
文
化
祭
（
11
月
３
日
開

催
）
事
業
の
一
環
と
し
て
「
第
24
回
芸
能

発
表
会
」
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
会
は
、
町
の
文
化
協
会
が
文

化
祭
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
９
団
体
（
宝
生
流
謡
曲
研

究
会
只
見
松
楓
会
、
只
見
つ
く
し
会
、
只

見
民
謡
会
、
瞳
の
会
、
只
見
音
楽
研
究
会
、

は
ぎ
の
会
、
コ
ー
ラ
ス
は
な
み
ず
き
、
蒲

生
花
輪
踊
り
保
存
会
、
天
領
只
見
仙
嶽
太

鼓
保
存
会
）
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
、
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
町

民
を
中
心
に
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
舞
踊

や
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
海
洋
教
育
と
し
て
、

日
本
キ
リ
バ
ス
協
会
の
ケ
ン
タ
ロ
・
オ
ノ

代
表
理
事
に
よ
る
講
演
会
が
只
見
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ノ
氏
は
仙
台
市

生
ま
れ
で
す
が
、15
歳
の
と
き
に
キ
リ
バ
ス

に
留
学
。卒
業
後
も
滞
在
し
、キ
リ
バ
ス
国

籍
を
取
得
し
ま
し
た
。
キ
リ
バ
ス
は
平
均

海
抜
２
ｍ
な
ど
の
理
由
か
ら
、地
球
温
暖
化

や
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
く
、

最
悪
の
場
合
、
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
国
土

が
水
没
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ノ
氏
は
、
講
演
を
通
じ
て
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た

取
組
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
健
康
増
進
と
秋
の
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
「
か
ら
だ
塾
（
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
Ａア

ッ
トＴ
只
見
湖
岸
）」

が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
12
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
只
見
振
興
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
、
た
だ
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
の
指
導
で
実
施
し
た
も
の
で
、
２

本
の
ポ
ー
ル
を
使
う
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
ク
に
よ
り
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比

べ
て
高
い
運
動
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
２
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
只
見
湖
周
辺
を
歩
き
、
汗
を
流
す
と
と

も
に
、
紅
葉
に
包
ま
れ
た
美
し
い
景
色
を

満
喫
し
ま
し
た
。

▲空き家問題への理解・対策を深めたセミナー

▲華麗な舞や迫力のある演奏などを披露した皆さん

▲キリバスの正装に身を包み、熱い想いを
　生徒たち（只見小・中学校）に伝えたオノ氏

▲ポールを使い、各コースを歩いた参加者の皆さん
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急
増
す
る
詐
欺
に
要
注
意

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
企
画
展「
只
見
の
地
形
と
地
質
」に
関
連
し
て

食
材
を
通
じ
交
流
を
促
進

会
津
短
大
の
派
遣
講
座
に
よ
り

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
を
開
催

講
座
と
自
然
観
察
会
を
開
催

柏
市
と
学
校
給
食
の
食
材
交
換
を
実
施

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
修
」を
実
施

　

11
月
11
日
、
町
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」

が
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町

内
か
ら
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、只
見
駐
在
所
岩
崎
所
長
よ
り
、

県
内
で
の
詐
欺
被
害
状
況
や
事
例
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、留
守
番
電
話
の
活
用
や「
家
族

だ
け
の
合
言
葉
を
決
め
る
」「
お
金
の
話
を
疑

う
」
な
ど
の
注
意
点
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
、「
架
空
請
求
詐
欺
」「
特
殊
詐
欺
」

等
へ
の
対
策
や
「
災
害
時
に
お
け
る
伝
言

板
の
活
用
事
例
」
が
映
像
を
交
え
て
紹
介

さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
安
全
に
活

用
す
る
た
め
の
知
識
を
得
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
に
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
主

催
の
講
座
「
地
質
か
ら
ひ
も
と
く
只
見
の

自
然
」、
17
日
に
自
然
観
察
会
「
晩
秋
の
只

見
で
地
形
と
地
質
、
植
生
を
観
察
し
よ
う
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
元
福
島
県
立
博
物
館
専
門

学
芸
員
の
竹
谷
陽
二
郎
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、
只
見
の
地
質
の
成
り
立
ち
や
特
徴

的
な
地
形
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
察
会
で
は
布
沢
層（
梁
取
）や
た

だ
み
観
察
の
森「
梁
取
の
ブ
ナ
林
」な
ど
で

地
質
・
植
生
を
見
学
し
ま
し
た
。
講
座
と

観
察
会
を
通
じ
、
只
見
の
地
形
と
そ
の
上

に
成
立
す
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
深
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
都
市
の
千

葉
県
柏
市
と
只
見
町
の
「
学
校
給
食
食
材

交
換
事
業
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
中
学

校
で
は
柏
市
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た

給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
両
市
町
の
交
流
と
食
育
推

進
な
ど
を
目
的
に
平
成
24
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
、
只
見
町
か
ら
は

㈱
伊
南
川（
梁
取
）が
生
産
し
た
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
を
柏
市
立
柏
第
八
小
学
校
に
提
供

し
ま
し
た
。

　

明
和
小
学
校
で
は
、全
校
児
童
に
柏
市
と

の
交
流
や
食
材
交
換
の
内
容
、ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
ジ
ャ
ム
の
製
造
工
程
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

児
童
た
ち
が
美
味
し
い
給
食
を
味
わ
い
な

が
ら
、食
材
を
通
じ
た
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
町
内
小
学
校
の
先
生
を
対

象
と
し
た「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
修
」

が
只
見
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
16
人
（
先

生
や
関
係
者
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
は
、
会
津
大
学
短
期
大
学
部
の

派
遣
講
座
を
活
用
し
、
町
内
に
お
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
を
目
的
に
初

め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
研
修
で
は
、

８
歳
か
ら
使
用
可
能
と
言
わ
れ
る
無
償
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
「Scratch

（
ス
ク

ラ
ッ
チ
）」
を
題
材
に
、
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
作
業
や
小
学
校（
会
津
若
松
市
）に

お
け
る
導
入
事
例
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲架空請求詐欺などへの対策について学ぶ参加者

▲布沢層を解説する竹谷氏と観察会に参加した皆さん

▲美味しいブルーベリージャムを味わった児童の皆さん
　（明和小学校）

▲中澤教授（会津大学短期大学部）を講師にお招きし、
　研修が行われた
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只見町を第二の故郷に
山村教育留学生が農家民泊を体験

落語を通じ、多くの方々と交流　
三遊亭鳳楽師匠の独演会を開催

各地の小中学生剣士集う
第５回
河井継之助杯只見剣道大会

　１０月１９～２０日、只見高校の山村教育留学生（１年
生）１１人が農家民泊体験を行いました。今回は只見地
区のお宅３軒にお世話になり、農家の皆さんの指導を受
けながら、野菜の収穫や農地の後片づけなどを行いまし
た。作業後には、餅やマトン焼き、新鮮な野菜を使った
料理をいただいたり、民芸品の作り方を教わったりと、
留学生たちは貴重な時間を過ごしました。
　１１月には、自主的に作業を手伝う留学生の姿も見ら
れ、留学生と町民の皆さんが交流を深める機会となりま
した。

　１０月２６日、落語家・三遊亭鳳楽師匠の独演会が季の郷湯
ら里で開催され、約１００人の方が町内外から来場しました。
同会は今年で１４回目を数える毎年恒例の行事となっており、
師匠自身も「只見町観光特別大使」として、様々な場所で本町
のために活動いただいています。今回は落語２席（「鮑のし」、
「夢金」）が演じられ、会場が大きな笑いに包まれました。
　また、前日２５日には、小川地区の６５歳以上の方が集い活
動する「小川いきいきサロン」内でも独演会（古典落語「町内
の若い衆」）が行われ、地区の皆さんと交流を深められました。
　併せて、両日に渡り東京から同行された清華香月さんによる
日本舞踊で彩りが添えられました。

　１０月２０日、今年で５回目となる同剣道大会が町民
体育館で開催され、町内外から６４名・１９チームの小
学生剣士が参加し、熱戦を展開しました。恒例の小学６
年生による「河井継之助記念館」見学交流会も行われ、
歴史を知り親睦を深める大会となりました。なお、優勝
者は以下のとおりです。

▲体験を行った留学生と受入農家の皆さん

▲６年生による見学交流会

▲湯ら里で開催された独演会

個
　
　
人

若葉（未防具） 共通 会津白虎剣士会　石幡大翔

小４以下 男子 会津白虎剣士会　平野　昊
女子 会津白虎剣士会　鈴木美優

小５・６ 男子 伊南武道館　　　藤小次郎
女子 伊南武道館　　　羽染茉弥

団
　
　
　
体

１部
（小５・６） 伊南武道館Ａ

２部
（小４以下） 伊南武道館Ａ
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
地域創生課 　☎ 82－5220　Fax 82－2117

皆で集まり楽しいひとときを
「お楽しみ昼食会」を開催

寒くなってもみんなで元気に！
かるがもクラブ運動会

練習の成果を町民に披露
只見町の小・中学生による音楽祭を開催

　１０月２９日、只見町社会福祉協議会が主催する
「お楽しみ昼食会」が季の郷湯ら里で開催され、町
内から１１２人が参加しました。同会は、一人暮ら
しのお年寄り（７０歳以上）を招待し、皆さんとの交
流を楽しんでもらうことを目的に、毎年開催されて
います（今回は民生児童委員協議会が共催）。
　当日は、アトラクションとして民生児童委員協議
会の方々が踊りなどを披露した他、明和保育所の園
児も参加し、会場を盛り上げました。

　１１月９日、只見振興センターで「かるがもクラブ運
動会」が開催され、町内の未就学児とその保護者、民生
児童委員の皆さんなどが参加しました。
　かるがもクラブは、親子と地域の交流の場として定期
的に開催されており、民生児童委員の方々にサポートし
てもらいながら、様々な行事やイベントを行っています。
　当日は「障害物レース」や「風船ころがし」などが行
われ、子どもたちは元気いっぱいに体を動かしました。
今回はお父さんの参加も多く、普段よりもゆっくり子ど
もとふれあい、楽しく過ごすことができたようでした。

　１１月７日、「第５７回只見町小中学校
音楽祭」が只見中学校体育館で開催され、
集まった保護者や地域の方々など多くの人
たちが会場を訪れました。
　会場では、各小学校の児童による合唱や
合奏、続いて只見中学校の特設合唱部と全
校生徒による合唱が披露されました。
　最後に、小・中学生と来場した皆さんで

「ビリーブ」の合唱を行い、会場には美し
い歌声が響き渡り、大きな一体感に包まれ
ました。

▲会場を盛り上げる明和保育所園児

▲全校生徒（只見中学校）の合唱

▲風船を追いかける子どもと民生児童委員
13



只見町×RIZAP（ライザップ）
「イイからだづくりプログラム」で健康増進！

第31回「ふくしま駅伝」
只見町チームの選手たちが力走

　１１月１１日より、只見町とRIZAP（ライザ
ップ）が連携する健康増進事業「イイからだづくり
プログラム」が今年度も始まり、町内から２０人の
皆さんが参加しています。同事業は「３ヵ月でカラ
ダを変える」をテーマに、町の健康課題である「肥
満」「糖尿病」の予防や改善のため、昨年度から行
われているものです。
　新たな参加者として初回を迎えた皆さんは、体
重・血圧等を測定して３ヵ月後の目標を決め、グル
ープに分かれて低糖質の食生活や運動に関する講義
を受けた後、筋力・柔軟トレーニングを行いました。
　プログラムは全８回、２月上旬まで続く予定です。

　１１月１７日、第３１回市町村対抗福島県縦断駅
伝競走大会「ふくしま駅伝」が開催され、只見町チ
ームが全１６区間（９４.８㎞）を駆け抜けました。
　大会５日前（１２日）の結団式及び壮行会でそれ
ぞれの目標を掲げた選手たちは、全員が素晴らしい
走りを見せ、６時間１３分２１秒「総合５１位、町
の部２８位」という成績を収めました。
　今回も中学生を中心に若い選手たちのエントリー
が多く、選手をはじめとするたくさんの方々が、レ
ースを通じ貴重な経験を得ることができました。

▲食生活に関する指導を行うライザップトレーナー
　（保健福祉センター）

▲選手の皆さん、チームをサポートした関係者の皆さん
　（ゴール場所の福島県庁前にて）

▲結団式及び壮行会で1人ずつ挨拶する選手たち

●只見町チーム選手一覧
１区 鈴木　来菜（只見中）
２区 菅家　尚真（田村高）
３区 鈴木　詠大（只見中）
４区 梁取　水咲（南会津広域消防）
５区 菅野　慧汰（只見中）
６区 馬場那央也（作新学院大）
７区 横山　皓大（只見中）
８区 酒井　　駿（只見中）
9区 三瓶心乃花（只見中）

１0区 矢沢　裕也（役場）
１１区 目黒　楓華（只見高）
１２区 大竹　　力（南会津高）
１３区 目黒　元基（只見中）
１４区 山内　太喜（只見中）
１５区 三瓶　　楓（只見中）
１６区 山田　　亮（只見小教員）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
地域創生課 　☎ 82－5220　Fax 82－2117

只見の絶品「新そば」を堪能
町内各地でそばまつりを開催

食生活改善推進員の皆さんが
いい夫婦の日に「婚礼膳」を再現

子どもたちの踊りや演技に夢中
町内３地区の保育所でおゆうぎ会

　１１月９日に「只見新そばまつり」が季の郷湯ら里で、２３日に「朝日そばまつり」が朝日振興セン
ターで開催され、町内外から参加した皆さんが只見の新そばを堪能しました。
　前者は広く町内外の方を、後者は町民の方を主な対象に「只見のそば」の魅力を伝えることを目的に
行われており、今年も年配の方から子どもたちまで多くの方々が参加しました。

　１１月２２日、奥会津五町村活性化協議会が主催する「伝統
食の婚礼膳」体験イベントが叶津番所で行われました。同事業
は、魅力的な地域文化の発信を目的に実施されたもので、大正
７年頃に食されていたとされる「只見の婚礼膳」を只見町食生
活改善推進員の皆さんが再現しました。
　当日は「いい夫婦の日」ということもあり、マスコミ関係者
らに加えて町内外から２組の夫婦をご招待し、婚礼膳を味わっ
てもらうとともに、只見古来の食文化や当時のならわしなどに
ついて紹介をしました。

　１１月下旬、３地区の保育所でおゆうぎ会が行われ、保護者や地域住民など多くの方々が参観に訪れ
ました。園児たちはこの日のために練習してきた「劇」や「ゆうぎ」などを全力で披露し、可愛らしく
一生懸命な姿に、大きな拍手が何度も送られていました。（※朝日保育所の写真は表紙に掲載）

◀再現した婚礼膳。
明治時代に使われ
ていた器（町教委
保管）を使用

▲いわき市からお越しの皆さん（９日）

▲【21日 明和保育所】「こびとのくつや」（劇）

▲そばを味わいながら談笑する町民の皆さん（23日）

▲【22日 只見保育所】「U.S.A」（ゆうぎ）

▲婚礼膳の盛り付けなどを行う推進員の皆さん
15



地域おこし協力隊として
Vol.61

　だんだん寒くなってきましたが、みなさんい
かがお過ごしでしょうか？寒い冬に心筋梗塞や
脳梗塞などの発症が増えると言われています。
それらの病気は、発症する前の予防が大切です。
そこで、今回は予防のために気をつけるべき食
事療法についてお話していきます。
　かかりつけのお医者さんで、塩分の摂取量や
ビタミン、糖質の取り方など、熱く指導を受け
ていらっしゃる方も多いと思いますが、今回は
「脂肪酸」を取り上げてみます。テレビ番組で
もよく「飽和脂肪酸」や「不飽和脂肪酸」とい
った言葉を耳にしますよね？飽和とは～、不飽
和とは～、何やら説明されますが、何が何だか
よくわからないことばかりです。それに、どっ
ちの方が健康的な脂肪酸なのか迷ってしまいま
すよね。そのため、ここでは「飽和脂肪酸＝肉、
動物系！」、「不飽和脂肪酸＝魚、植物系！」と
単純に覚えてしまいましょう。そうすることで、
イメージしやすいですよね。そうです、イメー
ジの通り植物系、魚の不飽和脂肪酸の方が、健
康的な脂肪酸なのです。

　勉強をしているときに、分からない問題が出
てきたらどうしますか？　教科書やノート、解答
を見る、友達に解き方を聞く、など色々方法は
あると思います。それでも分からなかったら？　
もう投げ出したくなりますよね。ですが、分か
らない問題を分からないまま放置するのが一番
良くありません。そういうときは先生に質問を
することが大切です。質問をするときのポイン
トは、「自分はここまでこういうふうに考えたけ
ど、分かりません。」というようにすることです。

「病気を防ぐ食事療法」

「質問をするときは」

　実際に、「飽和脂肪酸（肉、動物系）」の摂取
を減らして「不飽和脂肪酸（魚、植物系）」を増
やすと心筋梗塞の発症を抑制できたという研究
報告があります。そのため、なるべく不飽和脂
肪酸、魚や植物系を含む食物を採るとよいでし
ょう。ただ、ここで注意なのは植物系と言って
も、ここでは大豆製品やナッツ類、植物性油脂
のことを指します。植物だと言って、誤って炭
水化物（米、そば、うどん、パスタなど）に置
き換えてしまうと、予防効果がないので注意が
必要です。
　みんなで食事に気をつけつつ、厳しい冬を乗
り越えましょう。
　以下、おさらいです。

・飽和脂肪酸（なるべく減らす）
赤身のお肉、乳製品、加工肉、動物性油脂（加
工肉は、ハム、ソーセージ、ベーコンなど）

・不飽和脂肪酸（なるべく増やす）
鶏肉、魚、大豆製品、ナッツ類、植物性油脂

　「先生、この問題全部分かんない」というよう
に、漠然とこれが分からないというふうに質問
をするのではなく、自分がどこでつまずいてい
るのか絞って質問をすることが大切です。
　勉強は積み重ねです。分からない問題が出て
きたということは、必ずそれ以前に理解できて
いない部分があるはずです。特に受験生は後戻
りなんて…と焦る気持ちがあるかと思いますが、
分からない部分まで戻るということが、実は一
番の近道だったりもします。

朝日診療所
医師　鵜山　保典

只見町教育振興協力隊

渡
わた

部
なべ

　真
ま

梨
り

子
こ

広報ただみ診療所
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て
お
き
の
話

只見学

会
津
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る

　
　
　
　

祐
俊
書
写
の
書
物

　

玄
純
房
祐
俊
は
、
黒
谷
の
原
田
拓

夫
家
に
あ
っ
た『
神
皇
正
統
記　

只
見

本
』
を
書
写
し
た
僧
で
す
。
中
世
の

書
物（
写
本
）は
、
師
か
ら
弟
子
へ
と

学
問
が
伝
授
さ
れ
た
時
に
、
弟
子
が

写
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
す
。

写
本
の
奥
書
に
は
、
伝
授
の
証
し
と

し
て
書
写
し
た
時
と
場
所
、
師
と
弟

子
の
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
神
皇
正
統
記　

只
見
本
』
も
、
こ
れ

に
よ
っ
て
来
歴
が
判
明
し
た
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
玄
純
房
祐
俊
（
一
五

四
七
～
一
六
〇
七
以
降
）
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

祐
俊
が
書
写
し
た
書
物
は
、
只
見

町
で
は
黒
谷
の
瀧
泉
寺
に
多
く
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
只
見
の
修
験
吉
祥

院（
五
十
嵐
義
博
家
）に
も
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
金
山
町
玉
梨
の
常

楽
寺
、
南
会
津
町
糸
沢
の
龍
福
寺
、

会
津
若
松
市
相
生
町
の
自
在
院
に
も

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
か

〝
書
物
の
郷
〟只
見
町
で
の
書
物
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
③

―
玄げ

ん

純じ
ゅ
ん

房ぼ
う

祐ゆ
う

俊し
ゅ
ん

の
学
問
と
書
物
を
求
め
る
旅
―

つ
て
下
郷
町
水
抜
の
修
験
円
学
院
に

あ
っ
た
祐
俊
筆
の
『
和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う

私し

註ち
ゅ
う』（
現
、
慶
應
義
塾
大
学
蔵
）
を
含

め
る
と
約
一
五
〇
点
に
も
な
り
ま
す
。

上か
み

方が
た

か
ら
下
向
し
た
祐
俊

　

祐
俊
は「
関
東
二
度
下
向
」（『
開か
い

心し
ん

秘ひ

決け
つ　

六
』
常
楽
寺
蔵
）と
記
し
て
お

り
、
京
都
を
中
心
と
し
た
上
方
（
畿

内
）
の
出
身
で
、
関
東
・
東
北
に
二

度
下
向
し
た
僧
で
し
た
。
天
正
四
年

（
一
五
七
六
、
二
十
九
歳
）か
ら
天
正

七
年（
三
十
二
歳
）の
写
本
が
早
い
も

の
で
、
祐
俊
が
上
方
で
伝
授
し
て
書

写
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

一
度
目
の
下
向
は
、天
正
九
年（
三

十
四
歳
）
か
ら
天
正
十
九
年
ま
で
の

一
〇
年
間
で
す
。
そ
の
前
半
、
天
正

十
三
年（
三
十
九
歳
）ま
で
は
、
祐
俊

は
談
義
所（
学
問
所
）で
あ
る
下
野
国

宇
都
宮
在
の
金
剛
定
寺
（
栃
木
県
宇

都
宮
市
上
桑
島
町
）
で
、
師
の
長

ち
ょ
う

善ぜ
ん

房ぼ
う

祐ゆ
う

宜ぎ（
一
五
三
六
～
一
六
一
三
）か

ら
伝
授
を
受
け
て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　

長
善
房
祐
宜
は
、
下
野
国
の
出
身

で
紀
伊
国
の
高
野
山
金こ

ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

・
根ね

来ご
ろ

寺じ

、
京
都
の
醍
醐
寺
な
ど
で
教
学

の
修
習
を
し
た
学
僧
で
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）に
真
言
宗
智
山
派
の
本

山
智ち

し
ゃ
く
い
ん

積
院
の
二
世
住
職
に
就
い
た
高

僧
で
す
。
祐
宜
は
天
正
七
年
に
上
方

か
ら
下
野
国
に
く
だ
り
、
天
正
十
六

年
ま
で
金
剛
定
寺
の
住
持
と
な
り
、

以
後
は
岩
城
の
薬
王
寺
（
い
わ
き
市

四
倉
町
）
の
住
持
と
な
り
ま
す
。

　

祐
宜
・
祐
俊
の
師
弟
の
行
動
が
ほ

ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
祐
俊
は
上
方

で
学
ん
だ
後
、
師
の
祐
宜
と
と
も
に

下
野
国
に
く
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
天
正
十
一
・
十
二
年
に
京
都
の

醍
醐
寺
光
台
院
の
高
僧
亮
淳
が
布
教

の
た
め
に
関
東
・
東
北
に
下
向
し
た

時
に
、
祐
俊
が
右
筆（
書
記
僧
）を
つ

と
め
た
の
も
、
認
め
ら
れ
た
高
い
学

識
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

祐
俊
の
学
問
と

　
　

書
物
を
求
め
る
旅

　

祐
俊
は
、
天
正
十
三
年
か
ら
十
九

年
ま
で
常
陸
国
下
妻
、下
総
国
結
城
、

上
野
国
佐
貫（
板
倉
）、武
蔵
国
羽
生
・

菖
蒲
、
下
野
国
足
利
の
各
地
を
訪
れ

て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
足
利
で
は
覚
本
寺
（
栃
木

県
足
利
市
田
島
町
）
の
秀
海
に
師
事

し
て
さ
か
ん
に
書
写
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
天
正
十
五
年
に
上
野
国
で

『
神
皇
正
統
記
』を
、
天
正
十
八
年
に

足
利
で『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』を
書
写

し
て
い
ま
す
。
長
年
求
め
て
い
た
書

物
を
や
っ
と
手
に
で
き
た
喜
び
を
奥

書
に
記
し
て
い
ま
す（『
拾

し
ゅ
う

古こ

鈔し
ょ
う』
瀧

泉
寺
蔵
）。

　

そ
の
後
上
方
に
の
ぼ
り
、
文
禄
二

年（
一
五
九
三
、
四
十
六
歳
）に
大
和

国
長
谷
寺
、
翌
年
に
伊
勢
国
金
剛
証

寺
を
訪
れ
て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　

二
度
目
の
下
向
は
、文
禄
五
年（
一

五
九
六
、
四
十
八
歳
）
に
東
白
川
郡

で
書
写
し
た
時
か
ら
で
、
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
、
四
十
九
歳
）に
龍
福
寺

（
南
会
津
町
糸
沢
）で
書
写
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
甚じ

ん

堯ぎ
ょ
う

房ぼ
う

俊し
ゅ
ん

雅が

と

名
の
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
十
二
年（
五
十
七
歳
）に
岩
城

の
薬
王
寺
で
書
写
し
た
か
と
推
測
で

き
る
写
本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も

会
津
周
辺
に
滞
在
し
た
た
め
、
多
く

の
書
物
が
残
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
以
後
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

祐
俊
が
残
し
た
文
化
遺
産

　

こ
の
よ
う
に
祐
俊
は
、一
か
所
に
と

ど
ま
る
僧
で
は
な
く
、
仏
教
や
文
学

の
学
問
を
求
め
て
旅
ゆ
き
、
書
物
の

書
写
を
続
け
た
学
僧
で
し
た
。
天
正

十
一
年
三
月
九
日
に
、「
鶯
や　

け（
今
日
）ふ

か
ら
お
れ
も　

旅
の
人
」（『
秘ひ

蔵ぞ
う

宝ほ
う

綸り
ん　

巻
下
』自
在
院
蔵
）と
、
祐
俊
が
み
ず

か
ら
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
旅

と
筆
の
功
績
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で

多
く
の
書
物
が
文
化
遺
産
と
し
て
残

っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
天
下

の
孤
本
（
世
界
の
ど
こ
に
も
所
蔵
が

な
い
唯
一
の
書
物
）
で
あ
る
『
乾け

ん

坤こ
ん

塵じ
ん

砂さ
し
ょ
う鈔

』（
禅
と
密
教
の
教
理
書
、

瀧
泉
寺
蔵
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

久ひ
さ

野の

　
俊と

し

彦ひ
こ

▲世に唯一の『乾坤塵砂鈔』（天正14年 祐俊書写）

17



町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
十
月
詠
草	

大
塚
栄
一　
　

指
導

	

馬
場　

八
智

今
年
ま
た
頂
き
し
新こ

米め

の
あ
り
が
た
く
封
切
れ
ば
ほ
の
か
糠
の
匂
ひ
す

	

渡
部
ゆ
き
子

裏
庭
に
真
赤
に
咲
き
し
曼
殊
沙
華
死
人
花
と
も
捨
て
ん
と
迷
ふ

	

目
黒　

富
子

旅
先
に
孫
の
反
応
浮
か
べ
つ
つ
み
や
げ
選
ぶ
は
至
福
の
時
ぞ

	
関
谷
登
美
子

十
九
号
台
風
ニ
ュ
ー
ス
悲
惨
な
る
状
況
映
像
わ
が
胸
う
た
る

	

渡
部
ヨ
リ
子

刈
り
取
り
の
終
は
り
し
稲
田
に
近
づ
け
ば
散
ら
ば
る
藁
か
ら
雀
飛
び
交
ふ

	

新
国
由
紀
子

月
末
の
支
払
ひ
多
く
通
帳
の
残
高
見
て
は
溜
息
を
つ
く

	

新
国　

洋
子

声
に
出
し
唄
へ
ぬ
わ
れ
は
懐
か
し
き
昭
和
演
歌
の
歌
詞
め
く
り
ゐ
つ

	

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
十
一
月
定
例
会	

目
黒
十
一　
　

指
導

	

信　

小
春
日
や
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
猫
が
行
く

山
並
み
を
薄
化
粧
し
て
初
冠
雪

	

都　

晩
菊
の
一
つ
一
つ
に
頭
べ
垂
れ

母
遺
品
針
箱
見
つ
め
秋
深
し

	

弘　

子

実
南
天
菰
着
せ
ら
れ
て
し
ば
ら
れ
て

自
然
薯
の
か
た
ち
も
笑
い
並
べ
干
す

	

恒　

夫

冬
麗
や
古
寺
落
慶
の
鐘
の
音

転
読
の
声
か
さ
な
り
て
冴
ゆ
る
か
な

	

礼　

し
ば
ら
く
の
発
車
待
つ
間
や
紅
葉
山

穭
田
や
濁
り
の
残
る
信
濃
川

	

一　

穂

見
舞
い
れ
ば
ぶ
ど
う
三
粒
漸
く
に

軒
下
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
除
雪
車
よ

	

修　

一

身
重
な
る
娘
如
何
に
や
栗
拾
う

鈴
の
音
や
熊
の
残
せ
し
栗
拾
い

	

吉　

児

十
二
月
八
日
迫
撃
砲
手
二
等
兵

梵
鐘
の
余
韻
嫋
々
雪
の
葬

	

幸　

生

下
刈
り
に
逃
れ
し
野
菊
夕
間
暮
れ

桜
落
葉
球
巻
き
上
げ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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総務課　
　総務係　財政係	 ☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	 ☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	 ☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	 ☎82－2141
朝日振興センター	 ☎84－2111
明和振興センター	 ☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

12
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
水
道
使
用
料
（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
12
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
５
期
）

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
専
門
相
談
員
が
家
計
や
借
金

の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、
家
計
の

見
直
し
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専

門
家
に
引
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
返
し
き
れ
な

い
借
金
で
お
悩
み
の
方
、
生
活
資

金
不
足
に
よ
り
返
済
困
難
な
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

●
日
時

　

12
月
17
日（
火
）13
時
～
17
時

　
（
予
約
締
切
日　

12
月
16
日
）

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
順
次
、「
パ

ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」

が
施
行
さ
れ
、
正
社
員
と
非
正
規

　

林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発
足

し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、

林
退
共
制
度
に
加
入
し
た
方
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心

当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
催
事
業
本
部

〒
１
７
０
－
８
０
５
５　

東
京

都
豊
島
区
東
池
袋
１
－
24
－
１

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

「
家
計
と
お
金
の
悩
み
に
関
す
る
」

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
」
特
別
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

●
会
場

会
津
地
方
振
興
局
（
福
島
県
会

津
若
松
合
同
庁
舎
）本
館

１
階
会
議
室
（
会
津
若
松
市
追

手
町
７
－
５
）

●
予
約
受
付
先

・
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

理
財
課

●
受
付
時
間

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

８
時
30
分
～
12
時

13
時
～
16
時
30
分

☎
０
２
４
－
５
３
３
－
０
０
６
４

※
原
則
予
約
制
で
す
。

社
員
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
労
働
局
で
は
、
来
年
４
月

１
日
に
同
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
、
特
別
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
働
く
方
も
、
企
業

等
の
ご
担
当
者
様
も
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

 

（
土
日
祝
を
除
く
）

　

※
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

●
問
合
せ
先

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

福
島
市
霞
町
１
－
46

福
島
合
同
庁
舎
５
階

☎
０
２
４
－
５
３
６
－
４
６
０
９

☎
０
３
－
６
７
３
１
－
２
８
８
９

FAX
０
３
－
６
７
３
１
－
２
８
９
０

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

・「
林
退
共
」
で
検
索
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町長スケ
ジュール
〈11月分

〉

　２日　只見中学校紅葉祭
　３日　只見町文化祭、町制施行６０周年記念

事業「文化講演会」
　５日　福島県知事台風１９号被災地視察
　６日　東京福島県人会（湯ら里）
　７日　南会津地方環境衛生組合議会行政視察

研修（～８日　埼玉県、群馬県）
　９日　只見新そばまつり
１０日　只見町文化協会芸能発表会
１１日　ＪA会津よつば・１７市町村合同トッ

プセールス事業報告会（会津若松市）
１２日　定例庁議、ふくしま駅伝只見町選手結

団式及び壮行会
１３日　日本ＥSＤ学会会員只見町訪問研修、

政策調整会議、診療所医師との懇談会
１４日　ユネスコエコパーク連絡調整会議
１５日　新過疎法制定実現総決起大会（東京都）
１６日　まるごと南会津観光PRフェアオープ

ニングセレモニー（東京都）

１７日　福島駅伝只見町選手解散式
１８日　会津地区国有林野等所在地元市町村長

有志協議会（会津若松市）
１９日　全国治水砂防促進大会及び要望活動

（東京都）
２０日　新潟大学学長表敬訪問（新潟市）
２１日　只見町総合教育会議、

区長連絡協議会町内研修会
２３日　町制施行６０周年記念事業

「自然首都・只見」及び「ユネスコエコ
パーク」情報発信講演会

２４日　只見町社会福祉の集い
２５日　ダム・発電関係市町村全国協議会・合

同勉強会（東京都）
２６日　只見町議会１１月会議、

只見町・金山町・昭和村消防相互応援
協定に係る打合せ会議

２７日　全国町村長大会（東京都）
２８日　全国山村振興連盟通常総会、全国観光

地所在町村協議会総会（東京都）
２９日　政策調整会議、只見川電源流域振興計

画調査・策定委員会、森林管理署南会
津支署長来庁

虫
歯
の
な
い
子

大竹 一
いち

之
の

進
しん

くん
（熊倉）

若山 仁
じん

くん
（黒谷）

鈴木 颯
はやて

天くん
（只見）

河原田 莉
り

緒
お

さん
（梁取）

角田 杏
きょうこ

子さん
（小林）

10
月
29
日
　

3
歳
児
検
診
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
早
い
も
の
で
２
０
１
９
年
も
最
終
月

で
す
。つ
い
こ
の
間
、広
報
担
当
に
な
っ

て
最
初
の
あ
と
が
き（
今
年
の
５
月
号
）

を
書
い
た
気
が
し
ま
す
が
、
気
づ
け
ば

も
う
12
月
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▽
今
年
は
、
改
元
に
よ
り
日
本
全
体
が
、

ま
た
、
町
と
し
て
も
町
制
施
行
60
周
年

を
迎
え
た
大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
様
々
な
場
所
に
顔
を
出

し
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

 

（
橋
本
）

（１０月２６日～１１月２５日届出分）敬称略

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　７　転出　３　出生　１　死亡　８

人　　口　４，１７５（－３）
　 男 　　２，０４５（－３）
　 女 　　２，１３０（±０）
世 帯 数　１，７７８（－４）
高齢化率　　　　４６.５％

令和元年１１月１日現在

あ
と
が
き

生涯学習サポーター
目黒美沙希

只見振興センター
図書室☎82-2141

☆その他にも図書コーナーにはたくさんの本が置いてあります。
　リクエストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

★岩田さん　岩田聡はこんなことを話していた。

★はりねずみのルーチカ

� ほぼ日刊イトイ新聞／糸井重里

� 作者：かんのゆうこ／絵：北見葉胡
　ふしぎないきものたちが
暮らすフェリエの国。はり
ねずみのルーチカはともだ
ちのもぐらのソルと一緒に、
ルビーのようなあかすぐり
の実をあつめて、おいしい
ジャムをつくるために森へ
と出かけますが…。いつも
見守ってくれている、存在
をみとめてくれる人たちが
誰にも必ずいるよ、という

　「人にハッピーであって
ほしい」と誠実に仕事に励
んだ、任天堂元社長の岩田
聡さんのクリエイティブに
対する思いや経営理念、価
値観、ポリシー、哲学など
のことばがつまった一冊。
難しいビジネス書のような
感じは無く、たくさんの人
に思いが伝わるようなやさ
しい文章になっています。

■おくやみ申し上げます
五十嵐　ハギヨ　　9２　　蒲　生
酒　井　トミヨ　　9５　　長　浜
星　　　冴　子　　83　　只　見
新　國　　　展　　8０　　只　見
⻆　田　新　一　　9０　　長　浜
鈴　木　　　厚　　7６　　黒　谷
星　　　ナミ子　　9０　　長　浜

早いもので、岩田聡さんが２０１５年７月に亡く
なられてから４年がたちます。ですがこの本を読
んでいると、私たちに直接やさしい口調で語りか
けてくれているような、そんな感覚になる。奇妙
で、おもしろい。そして、せつない本です。

温かいメッセージが楽しいお話の中から伝わって
きます。イラストもかわいいので、こどもだけで
はなくおとなも癒やされる人気シリーズです。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／地域創生課広報広聴係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5220

　節理とは、岩体に見られる規則正しく入った割れ目の中で両側にズレの見られないものをいい
ます（ズレを伴うものは断層に区別されます）。こうした節理は、主に火成岩に見られ、高温のマ
グマが冷却され、収縮することで形成されます。節理は、マグマよりも温度の低い空気や地面な
どとの接面（冷却面）に対して垂直にでき、その後、岩体内部に節理に沿って空気が入り込み水平
方向に二次的な節理が生じるため、このような形状になります。節理はその形状によりさらに区
分されており、柱状に割れ目が入るものを柱状節理と呼びます。その他にも板状節理や放射状節
理など色々な節理があります。節理は、かつての大地の動きを知る一つの手掛かりであり、その
見た目の美しさから各地の天然記念物や景勝地であることが多いです。
　只見町では、流紋岩や玄武岩などの火山岩の柱状節理があります。塩沢川流域の笠倉山の立安
沢には垂直方向に伸びる流紋岩の柱状節理を見ることができます。これは、新第三紀中新世中期
の海底火山活動により流れ出した溶岩が冷却、形成されたものです。また、布沢川が伊南川に合
流する地点にある中島、塩沢の只子沢橋付近の只見川左岸部には岩盤に貫

かんにゅう

入（マグマが地層や岩
石内に入り込むこと）した玄武岩や流紋岩の岩体に柱状節理が見られます。こちらは水平方向に
節理が形成されており、これは貫入した岩体が両側の岩盤に冷却されるためと考えられます。

▲笠倉山の立安沢で見られる
　流紋岩の柱状節理（塩沢）

▲伊南川発電所の取水ダム近くの中島に玄武岩の柱状節理が
　 見られる（大倉）

柱
ちゅう

	状
じょう

	節
せつ

	理
り

　１0月５日、国内の限られた河川にしか分布しない
希少なユビソヤナギ（絶滅危惧種）が生育する杉沢の
『ただみ観察の森』で自然観察会が開催され、１0人が
参加しました。只見町の伊南川沿いには、ユビソヤナ
ギが広く生育し、国内最大級の自生地となっています。
　参加者は、砂や礫

れき

に覆われた広い河原が生育に必要
であることを学ぶとともに、洪水被害を防ぐための河
川管理と保全を両立させるための課題などについて話
し合いました。

身近な自然を学ぶ『ただみ観察の森』観察会
「杉沢のユビソヤナギ林 ―保全の必要性について考える ―」

▲ユビソヤナギを観察し、保全の必要性など
を話し合う参加者
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